
　

２
０
１
９
年
度
に
新
設
さ
れ
る
「
専
門

職
大
学
」「
専
門
職
短
期
大
学
」（
以
下
、

専
門
職
大
学
等
）
で
は
、
今
後
の
社
会
の

変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
も
の
づ
く
り
や

サ
ー
ビ
ス
開
発
な
ど
の
担
い
手
と
し
て
、

「
豊
か
な
創
造
力
」「
高
度
な
実
践
力
」
を

備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ま
ず
、
専

門
職
大
学
等
が
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
教
育
内
容
な
ど
を
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総

合
研
究
所
の
佐
藤
昭
宏
研
究
員
が
解
説（
図

１
）。

　

次
に
、
駿
台
予
備
学
校
講
師
・
竹
岡
塾

主
宰
の
竹
岡
広
信
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。
竹
岡
氏
は
、
自
身
が
教
師
と

し
て
向
き
合
っ
て
き
た
高
校
生
や
大
学
生

の
姿
を
具
体
的
に
振
り
返
り
な
が
ら
、「
誰

も
が
少
し
の
き
っ
か
け
で
や
る
気
を
起
こ

し
、
関
心
の
あ
る
こ
と
に
打
ち
込
む
よ
う

に
な
る
」
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
専
門
職

大
学
等
に
は
、
教
科
学
力
だ
け
で
は
な
く
、

大
学
生
の
多
様
な
「
得
意
」
を
生
か
し
、

発
展
さ
せ
、
世
界
を
牽
引
す
る
人
材
を
育

て
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

続
い
て
、
20
年
度
に
開
学
予
定
の
東
京

専
門
職
大
学
と
ｉア

イ

専
門
職
大
学
の
事
例
紹

介
が
あ
り
、
最
後
に
「
専
門
職
大
学
に
期

待
さ
れ
る
人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。　

プログラム

専門職大学シンポジウム「次代のプロフェッショナルを育む大学へ
─55年ぶりの新制度『専門職大学』とは─」開催

様々な分野を深く、実践的に学び、
未来を創造するアイデアを育む

理論・実践両面から専門性の高い職業教育を行う高等教育機関として、
２０１９年度に「専門職大学」「専門職短期大学」が創設される。

新たな高等教育機関の発足は、短期大学以来、５５年ぶりのことだ。
１８年１１月、２０年度開学予定の専門職大学２校の教職員や教育研究者らが集まり、

専門職大学等の意義や教育課程における特色、育成を目指す人材像などについて議論する
シンポジウムが東京で開催された。その概要をリポートする。

学
生
の
多
様
な
「
得
意
」を

生
か
し
た
人
材
育
成
へ
の
期
待

◎専門職大学の概要説明
ベネッセ教育総合研究所　佐藤昭宏研究員

◎基調講演
「生徒を夢に導く～プロフェッショナルを育てる～」
駿台予備学校講師・竹岡塾主宰　竹岡広信氏

◎専門職大学の事例紹介

•事例１　東京専門職大学（仮称・設置認可申請中）
学校法人敬心学園　小林光俊理事長
東京専門職大学開設準備室　宮田雅之事務局長
•事例２　ｉ専門職大学（仮称・設置認可申請中）
ｉ専門職大学　中村伊

い

知
ち

哉
や

学長（就任予定）

◎パネルディスカッション
「専門職大学に期待される人材育成」
•パネリスト
東京専門職大学　陶

す

山
やま

哲夫学長（就任予定）
ｉ専門職大学　中村伊知哉学長（就任予定）
駿台予備学校講師・竹岡塾主宰　竹岡広信氏
ベネッセ教育総合研究所　佐藤昭宏研究員

•コーディネーター
朝日新聞出版「大学ランキング」　杉澤誠

せい

記
き

編集長

主催：学校法人敬心学園（東京専門職大学〈仮称〉）／学校
法人電子学園（ｉ専門職大学〈仮称〉）

後援：朝日新聞社メディアビジネス局／ベネッセコーポレー
ション
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東
京
専
門
職
大
学
（
仮
称
）
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
分
野
に
お
け
る
専
門
職
人

材
の
育
成
を
目
指
し
、
１
学
部
２
学
科
で

発
足
す
る
予
定
だ
。
医
療
福
祉
学
部
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
理
学
療
法

士
や
作
業
療
法
士
の
志
望
者
、
同
学
部
福

祉
介
護
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
介

護
福
祉
士
の
志
望
者
を
迎
え
る
。
各
学
科

で
は
、
実
務
家
教
員
に
よ
る
授
業
や
実
習

な
ど
を
通
し
て
、
各
国
家
資
格
の
取
得
に

向
け
た
学
び
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に（
図

２
）、
専
門
分
野
の
知
識
・
技
能
を
活
用
し
、

新
た
な
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
り
出
せ
る

よ
う
、
専
門
分
野
に
関
連
し
た
多
様
な
分

野
か
ら
成
る
「
展
開
科
目
」（
＊
１
）
に
も

力
を
入
れ
る
。
そ
の
中
心
が
、
財
務
会
計

や
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
学
ぶ
経
営

分
野
で
あ
り
、
ど
の
学
科
で
も
履
修
可
能

に
す
る
と
い
う
。
同
大
学
開
設
準
備
室
の

宮
田
雅
之
事
務
局
長
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
を
育
成
す
る
重
要
性
を
こ
う
語
っ
た
。

　
「
高
齢
化
に
よ
り
、
支
援
が
必
要
な
人

が
増
え
る
中
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
現

場
で
は
人
材
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
経
営
を
担
う
こ
と
が
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
る
声
は
強
く
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
育
成
は
最
重
要
課
題
で

す
。
ま
た
、
高
齢
化
は
、
日
本
だ
け
で
は

な
く
、
韓
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た

ア
ジ
ア
各
国
で
も
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
学
の
卒
業
生

に
は
、
海
外
で
の
業
務
も
視
野
に
入
れ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
は
、
多
様
な
人
々
と
協

働
す
る
た
め
に
も
非
常
に
重
要
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
社
会
人
の
学
び
直
し
に
も
応
じ
ら
れ

る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に

は
夜
間
コ
ー
ス
も
設
置
す
る
。
同
大
学
を

運
営
す
る
学
校
法
人
敬
心
学
園
の
小
林
光

俊
理
事
長
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
に
比
べ
て
、
社
会
人
が
仕
事
を
続
け

な
が
ら
専
門
性
の
高
い
職
業
教
育
を
受
け

る
環
境
の
整
備
に
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。『
学
士
（
専
門
職
）』
と
い
う
国
際
通

用
性
の
あ
る
学
位
を
卒
業
生
に
授
与
す
る

専
門
職
大
学
等
が
社
会
人
の
学
び
直
し
の

場
と
な
れ
ば
、
日
本
の
職
業
教
育
の
評
価

を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、『
今
の
自
分
を
変
え
た
い
』
と
い
う

思
い
は
、
成
長
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
思
い
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
教

育
の
原
点
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
」

◎概要　専門職人材の育成を目的とする高等教育機関。４年制の
「専門職大学」、２年制または３年制の「専門職短期大学」がある。
◎設立の背景　科学技術の発展やグローバル化の進展に伴い、
産業構造や就業構造が急激に変化する中、生産性の向上を図る
ためには、専門的な知識・技能によって新たなモノやサービス、
価値の創造を担う人材の育成が急務となっている。また、大学を
始めとする高等教育機関への進学率が向上し、多様化する学生
の資質やニーズに応じた高等教育機関の創設が求められていた。
◎育成を目指す資質・能力　「豊かな創造力」＋「高度な実践力」
◎教育の特色
①実務家教員の積極的な登用　専任教員数の４割以上を実務家

教員とし、その半数は研究能力を有する者とする。
②教育課程　産業界などと連携した教育課程を編成し、専門職
を担うための実践的な能力や、当該職業の分野で創造的な役割
を担うための応用的な能力の育成に力を入れる。
③実習　４年制では、４０単位以上を卒業要件として設定し、原
則としてその半数以上を企業などでの臨地実務実習とする。
④学位の認定　課程修了者には、文部科学大臣が認定する「学
士（専門職）」「短期大学士（専門職）」の学位が授与される。
⑤少人数制教育　原則として、同時に授業を行う学生数は４０人
以下とする。

図１ 専門職大学等の概要

図２ 東京専門職大学（仮称）医療福祉学部のカリキュラム（抜粋）

＊同大学の資料を基に編集部で作成。

＊文部科学省の資料を基に編集部で作成。

科目 内容

基礎科目（２０単位） 地域福祉、リーダーシップ、国際協力、心理学　など

職業専門科目
（８０単位）

◎リハビリテーション学科
　•理学療法専攻：実習990時間など　
　•作業療法専攻：実習1，170時間など
◎福祉介護イノベーション学科　インターンシップなど

展開科目
（２０単位）

経営分野 経営戦略、財務会計、人材マネジメント　など

隣接他分野 美容ケア、ユニバーサルツーリズム、支援システム工学　など

総合科目（４単位） 卒業研究

※当設置計画は予定であり、変更の可能性あり。

東
京
専
門
職
大
学
（
仮
称
・
設
置
認
可
申
請
中
）

専
門
分
野
の
知
識
・
技
能
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
育
成
を
重
視

事
例
紹
介
1

＊１　専門職大学等の授業科目の１つ。「専攻に係る特定の職業の分野に関連する分野における応用的な能力であって、当該職業の分野において創造的な役割を果たすため
に必要なものを育成するための授業科目」。授業科目には、ほかに「基礎科目」「職業専門科目」「総合科目」がある。
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ｉ
専
門
職
大
学
で
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
力
」「
英

語
力
」「
ビ
ジ
ネ
ス
力
」
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

３
つ
の
力
を
融
合
さ
せ
て
創
造
力
を
発
揮

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

大
学
名
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
頭
文
字
を
用
い
、

「『
Ｉ
（
私
）』
の
大
学
」「
主
体
的
に
私
が

変
革
す
る
大
学
」
と
い
う
意
味
も
込
め
た

と
い
う
。
学
生
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
い

て
も
学
べ
る
よ
う
、
知
識
の
習
得
は
基
本

的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
（
図
３
）、
予

習
・
復
習
の
た
め
の
教
材
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
配
信
す
る
。
一
方
、
国
内
外
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
企
業
と
連
携
し
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
２
）
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

学
生
が
社
会
で
実
際
に
起
き
て
い
る
課
題

と
向
き
合
う
場
を
積
極
的
に
設
け
た
い
と
、

中
村
伊い

知ち

哉や

学
長（
就
任
予
定
）は
語
っ
た
。

　
「
科
学
技
術
の
発
展
は
飛
躍
的
で
あ
り
、

今
後
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
不

可
欠
に
な
る
で
し
ょ
う
。
機
械
に
代
替
さ

れ
る
職
業
も
出
て
く
る
と
予
測
さ
れ
る
中
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
し
、
今
ま
で
に
な
い

価
値
や
文
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
を
創
造
で

き
る
人
材
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
生
が
最
先

端
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術

を
学
ん
だ
り
、
多
様
な
人
た
ち
と
協
働
し

た
り
で
き
る
よ
う
、（
世
界
各
国
の
）
実
務

家
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
実
務
経
験
の
あ
る
教
員
の

割
合
を
８
割
に
し
よ
う
と
計
画
中
で
す
」

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
的
な
学
習
を
充
実
さ

せ
る
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
る
。
例
え

ば
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
全
学
生
が
４

年
間
で
６
４
０
時
間
以
上
行
え
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、「
ビ

ジ
ネ
ス
実
践
科
目
」
の
一
環
と
し
て
、
大

学
が
資
金
を
集
め
、
学
生
の
起
業
を
促
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
予
定
だ
と
い
う
。

　
「
起
業
は
、
講
義
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
で
学
ん
だ
知
識
・
技
能
を
社
会
で
活

用
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
う
ま

く
い
か
な
く
て
も
、
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
中
で
、
学
生
は

様
々
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
ま
す
。
本
学
で

は
、
そ
う
し
た
『
失
敗
か
ら
学
ぶ
』
経
験

を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
結

果
を
恐
れ
ず
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ

う
と
す
る
学
生
を
歓
迎
し
ま
す
」

杉
澤　

既
存
の
大
学
や
専
門
学
校
と
比
べ

て
、
専
門
職
大
学
等
の
特
色
は
ど
こ
に
あ

る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

専
門
職
大
学
等
の
強
み
は
、
専
門

分
野
を
深
く
、
体
系
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、

学
ん
だ
知
識
・
技
能
を
応
用
・
実
践
で
き

る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
新

た
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
学
術

的
な
研
究
と
実
践
的
な
知
識
・
技
能
の
両

方
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

陶す

山や
ま　

日
本
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
齢

図３ ｉ専門職大学（仮称）の特色（抜粋）

ｉ
専
門
職
大
学
（
仮
称
・
設
置
認
可
申
請
中
）

新
し
い
価
値
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
に
向
け
、

「
失
敗
か
ら
学
ぶ
」
教
育
を
推
進

事
例
紹
介
2

◎ＩＣＴ教育の段階的な推進　プログラミ
ングやネットワークの設計、ビッグデータを
用いた分析、ＡＩの設計・活用と、基礎から
応用まで段階的にＩＣＴ教育を推進。また、
知識の習得は基本的にオンラインで行う。

◎国際性の強化　英語教育に力を入れ、
海外からの留学生も積極的に受け入れる。

◎国内外からの幅広い人材登用　学生が
実践的なビジネススキルを習得できるよう、
地域や海外のＩＣＴ企業の社員や起業家を
教員として招く。最終的には、全教員の８
割が実務家になるよう計画している。

◎「企業で学ぶ」の重視　ビジネスを実践
的に学べるよう、全学生が国内外の企業で
640時間以上のインターンシップを行う。

◎全学生に起業を促す　「うまくいかない
中で試行錯誤し、解決を図る」という経験
を積めるよう、大学が資金を集め、学生に
起業を促すプロジェクトを行う予定。

◎学生同士の協働の重視　大学のキャンパ
スや教室は、学生同士が協働し、講義で
身につけた知識・技能をものづくりなどに
活用する場とする。

＊同大学の資料を基に編集部で作成。

＊２　「Project Based Learning」もしくは　「Problem Based Learning」の略称。課題解決型学習。

急
激
な
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、新
た
な

課
題
を
解
決
す
る
創
造
性
を
い
か
に
育
む
か

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

様
々
な
分
野
の
知
識
・
技
能
を

総
合
し
、創
造
に
つ
な
げ
る
場
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化
社
会
を
迎
え
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

現
場
で
働
く
人
た
ち
に
は
、
新
し
い
事
業

や
サ
ー
ビ
ス
を
発
案
し
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

支
援
に
取
り
入
れ
た
り
す
る
必
要
が
生
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
支
援
者
に
は
専

門
分
野
以
外
の
知
識
・
技
能
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
専
門
職
大

学
等
で
は
「
展
開
科
目
」
を
中
心
に
、
専

門
分
野
と
関
連
す
る
様
々
な
知
識
・
技
能

を
学
べ
ま
す
。
本
学
の「
展
開
科
目
」に
は
、

経
営
分
野
を
始
め
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

が
外
出
を
楽
し
め
る
よ
う
支
援
す
る
方
法

を
学
ぶ
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、

福
祉
機
器
な
ど
の
開
発
・
実
用
化
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
「
支
援
シ
ス
テ
ム
工
学
」

な
ど
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。
専
門
分
野

と
幅
広
い
分
野
の
知
識
・
技
能
を
総
合
す

る
こ
と
で
、専
門
職
大
学
等
が
目
指
す
「
豊

か
な
創
造
力
」「
高
度
な
実
践
力
」
の
育
成

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
村　

本
学
で
は
、
国
際
性
の
強
化
に
も

力
を
入
れ
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
英

語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
行
う
授
業
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
も
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
将
来
的
に
は
定
員
の
半

数
を
留
学
生
に
し
よ
う
と
計
画
中
で
す
。

陶
山　

本
学
で
も
、
留
学
生
の
受
け
入
れ

を
推
進
す
る
予
定
で
す
。
専
門
職
大
学
等

で
学
ん
だ
留
学
生
は
、
自
国
へ
帰
っ
て
専

門
職
に
就
き
、
自
国
の
発
展
を
担
う
人
材

に
な
る
で
し
ょ
う
。
ア
ジ
ア
各
国
で
は
、

日
本
と
同
じ
よ
う
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
支
援
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
に
は
、
そ
う
し
た
各
国
を
支
え
る
専

門
職
人
材
を
送
り
出
し
、
国
際
貢
献
を
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

竹
岡　

日
本
に
は
、
言
葉
で
明
確
に
表
さ

ず
、
以
心
伝
心
を
大
切
に
す
る
と
い
う
文

化
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
海
外
の
多

様
な
人
々
と
と
も
に
学
ん
だ
り
、
協
働
し

た
り
す
る
中
で
は
、
そ
う
し
た
文
化
は
通

用
し
ま
せ
ん
。
国
際
社
会
で
の
活
躍
を
目

指
す
専
門
職
人
材
に
は
、
き
ち
ん
と
根
拠

を
示
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
で

述
べ
る
力
も
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

杉
澤　

専
門
職
大
学
等
に
は
、
新
た
な
モ

ノ
や
価
値
を
創
り
出
す
人
材
の
育
成
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
造
性
の
涵
養
に
は
、

何
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
十

数
年
間
で
、
社
会
や
産
業
構
造
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
情
報
通
信
や
科
学
技
術

は
さ
ら
な
る
進
歩
を
続
け
て
い
る
た
め
、

今
後
の
社
会
は
さ
ら
に
急
激
に
変
化
し
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
変
化
を
楽
し

み
、
立
ち
向
か
っ
て
い
く
意
欲
が
、
創
造

性
を
生
む
源
泉
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

竹
岡　

何
か
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
粘

り
強
さ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
失
敗
が
続
い

て
も
、
好
き
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
諦
め
ず

に
取
り
組
め
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

そ
の
分
野
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
、
創
造

性
を
育
む
第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
、
専
門
職
大
学
等
に
は
、
学
生

の
「
好
き
」
を
さ
ら
に
伸
ば
せ
る
よ
う
、授

業
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　

高
校
ま
で
の
教
科
学
習
に
興
味
を

持
て
な
く
て
も
、
具
体
的
な
職
業
や
社
会

課
題
と
関
連
性
の
高
い
教
育
を
通
じ
て
、

学
ぶ
意
欲
を
回
復
さ
せ
、
著
し
い
成
果
を

上
げ
る
学
生
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
専

門
分
野
を
深
く
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
学
ん

だ
知
識
・
技
能
を
応
用
し
て
解
決
に
挑
む

実
践
も
行
う
専
門
職
大
学
等
で
、
創
造
性

は
自
ず
と
育
ま
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し

た
環
境
は
、
今
後
の
学
生
に
と
っ
て
魅
力

的
な
進
路
の
１
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

パ
ネ
リ
ス
ト

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所　

研
究
員

佐
藤
昭
宏
　

さ
と
う
・
あ
き
ひ
ろ

パ
ネ
リ
ス
ト

駿
台
予
備
学
校
講
師
・

竹
岡
塾
主
宰

竹
岡
広
信

た
け
お
か
・
ひ
ろ
の
ぶ

パ
ネ
リ
ス
ト

ｉ
専
門
職
大
学
（
仮
称
）

学
長（
就
任
予
定
）

中
村
伊
知
哉
　

な
か
む
ら
・
い
ち
や

パ
ネ
リ
ス
ト

東
京
専
門
職
大
学
（
仮
称
）

学
長（
就
任
予
定
）

陶
山
哲
夫
　

す
や
ま
・
て
つ
お

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

朝
日
新
聞
出
版

「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
編
集
長

杉
澤
誠
記
　

す
ぎ
さ
わ
・
せ
い
き

専門職大学シンポジウム「次代のプロフェッショナルを育む大学へ─５５年ぶりの新制度『専門職大学』とは─」開催

「
好
き
」
が
粘
り
強
さ
を
生
み
、

創
造
性
を
豊
か
に
し
て
い
く
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